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経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部



第
一
章

大
学
院
経
済
学
研
究
科
と
経
済
学
部
の
生
誕

第
二
次
世
界
大
戦
前
の
帝
国
大
学
の
目
的
は
優
秀
な
官
僚
を
育
成
す
る
こ
と

に
あ
り
、
社
会
科
学
の
中
で
は
自
ず
と
法
学
が
重
要
視
さ
れ
た
。
経
済
学
を
重

視
し
た
大
学
は
実
学
を
標
榜
し
た
慶
応
義
塾
で
あ
り
、
帝
国
大
学
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
も
、
昭
和
恐
慌
以
後
、
反
共
主
義
と
と
も
に
資
本
主
義
に
対
す
る
批

判
が
強
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
経
済
学
的
研
究
や
教
育
は
冷
遇
・
軽
視
さ
れ
る

ど
こ
ろ
か
規
制
と
弾
圧
の
対
象
と
さ
え
な
っ
て
い
っ
た
。
敗
戦
は
合
理
的
な
経

済
政
策
や
経
済
構
造
の
重
要
性
を
国
民
に
示
し
、
さ
ら
に
経
済
復
興
・
経
済
発

展
が
国
民
的
課
題
と
な
る
に
至
っ
て
、
国
民
の
間
に
は
経
済
学
へ
の
知
的
渇
望

が
生
じ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
が
戦
後
の
論
壇
や
社
会
運
動
の
中
で
大
き
な
影
響

力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
欧
米
と
は
異
な
る
意
味
で
、
日
本
に
お
け

る
経
済
学
へ
の
関
心
の
深
さ
を
も
た
ら
し
た
。
人
文
・
社
会
科
学
系
の
学
部
を

も
た
な
か
っ
た
北
海
道
大
学
に
経
済
学
部
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
背
景
と
し
て
い
た
。

北
海
道
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
は
、
一
九
四
七
（
昭
和
二

二
）
年
四
月
十
九
日
の
勅
令
公
布
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
北
海
道
帝
国
大
学

法
文
学
部
の
経
済
学
科
第
一
及
び
第
二
講
座
の
設
置
か
ら
始
ま
る
。
龜
島
泰
治

写真１ 法文学部本館
（第一期卒業生アルバム所収）
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が
助
教
授
と
し
て
七
月
二
十
二
日
に
着
任
、
さ
ら
に
伊
藤
俊
夫
、
山
口
和
雄
、

早
川
泰
正
の
三
助
教
授
が
同
年
八
月
ま
で
に
就
任
し
、
こ
こ
に
、
僅
か
四
名
の

助
教
授
か
ら
な
る
と
は
い
え
、
経
済
学
部
が
生
誕
す
る
礎
石
が
置
か
れ
た
。
図

書
、
校
舎
は
む
ろ
ん
新
た
に
着
任
す
る
教
官
を
迎
え
入
れ
る
宿
舎
さ
え
不
十
分

で
あ
っ
た
が
、
四
名
の
助
教
授
は
戦
前
・
戦
中
の
経
済
学
へ
の
冷
遇
・
規
制
・

弾
圧
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由
な
研
究
に
基
づ
い
て
戦
後
の
経
済
学
を
切
り
開
く

熱
意
を
抱
い
て
着
任
し
た
。
四
月
就
任
と
な
ら
な
か
っ
た
た
め
に
講
義
開
始
は

遅
れ
た
が
、
旧
制
予
科
、
専
門
学
校
、
高
等
学
校
、
旧
陸
海
軍
学
校
出
身
者
た

ち
か
ら
な
る
学
生
は
熱
心
に
講
義
を
聴
講
し
た
。
早
川
泰
正
元
経
済
学
部
教
授

は
五
〇
年
後
、「
最
初
の
講
義
の
と
き
に
大
教
室
に
入
っ
た
途
端
に
、
鬼
気
せ

ま
る
ほ
ど
の
熱
気
に
あ
て
ら
れ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（『
ほ

う
・
ぶ
ん
・
け
い
五
〇
年

一
九
四
七
―
一
九
九
七
』
法
・
文
・
経
学
部
創
基

五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
九
七
年
九
月
、
一
〇
頁
）
と
述
懐
し

て
い
る
。
学
生
が
経
済
学
に
よ
せ
た
熱
意
は
卒
業
者
数
に
も
反
映
し
て
お
り
、

経
済
学
科
で
教
育
を
受
け
て
五
〇
年
三
月
に
初
の
経
済
学
士
号
を
受
け
た
学
生

は
八
〇
名
に
及
ん
だ
。
そ
の
時
、
経
済
学
科
の
教
官
は
、
増
員
な
っ
た
と
は
い

え
八
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

法
文
学
部
は
一
九
四
九
年
に
発
足
す
る
新
制
大
学
へ
の
改
編
に
備
え
、
講
座

の
拡
充
と
文
系
学
部
の
独
立
を
急
い
だ
。
そ
の
結
果
、
四
九
年
六
月
に
は
、
経

写真２ 事務室
（第一期卒業生アルバム所収）
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済
学
科
に
は
社
会
政
策
、
経
済
原
論
、
貨
幣
金
融
論
、
財
政
学
、
経
済
政
策
学

の
五
講
座
（
名
称
は
第
一
か
ら
第
五
講
座
の
ナ
ン
バ
ー
で
示
さ
れ
た
）
が
配
置

さ
れ
る
に
至
り
、
新
制
大
学
改
編
一
年
後
の
五
〇
年
に
は
、
文
学
部
の
独
立
に

伴
い
法
経
学
部
経
済
学
科
（
学
生
定
員
六
〇
名
）
が
設
置
さ
れ
、
五
三
年
八
月

に
は
、
法
経
学
部
は
法
学
部
と
経
済
学
部
に
分
か
れ
る
に
至
っ
た
。
既
存
の
五

講
座
に
加
え
、
農
学
部
農
業
経
済
学
科
か
ら
三
講
座
の
移
譲
を
受
け
、
一
学
科

（
経
済
学
科
）
・
八
講
座
（
経
済
史
、
経
営
経
済
学
、
経
済
統
計
学
が
既
設
五

講
座
に
加
わ
る
）
か
ら
な
る
独
立
の
経
済
学
部
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
初
代

学
部
長
に
就
任
し
た
の
は
山
口
和
雄
教
授
で
あ
っ
た
。

経
済
学
部
で
研
究
と
教
育
に
あ
た
っ
た
ス
タ
ッ
フ
は
講
座
所
属
の
教
官
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
新
制
大
学
へ
の
改
編
に
伴
い
、
法
文
学
部
及
び
理
学
部
に
は

新
設
さ
れ
る
教
養
課
程
に
対
応
し
教
養
学
科
が
置
か
れ
、
教
養
課
程
担
当
教
官

は
学
部
に
分
属
し
た
。各
学
部
の
教
官
が
教
養
課
程
を
担
当
す
る「
北
大
方
式
」

と
い
わ
れ
る
制
度
が
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
一
般
教
育
等
経
済
学
担
当
教
官
は
、

一
九
五
〇
年
一
月
に
赴
任
し
た
鹿
討
豊
雄
が
最
初
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
語

担
当
の
太
黒
マ
チ
ル
ド
が
法
経
学
部
出
発
の
時
点
か
ら
六
五
年
の
停
年
退
官
時

ま
で
経
済
学
科
に
所
属
し
た
。

大
学
院
経
済
学
研
究
科
は
、
経
済
学
部
の
独
立
に
僅
か
に
先
立
っ
て
設
置
さ

れ
た
。
一
九
五
三
年
四
月
に
北
海
道
大
学
に
新
制
大
学
院
が
設
置
さ
れ
た
が
、

写真３ 早川ゼミナール
（第一期卒業生アルバム所収）
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そ
の
中
に
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
政
策
専
攻
・
修
士
課
程
が
置
か
れ
、
二
年
後
の
五
五
年
三
月
に
は
初
の
経
済
学
修
士
三
名
が

生
ま
れ
、
翌
四
月
に
は
博
士
課
程
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
初
の
課
程
博
士
が
誕
生
す
る
に
は
六
三
年
三
月
ま
で
待
た
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
他
の
文
系
研
究
科
、
そ
し
て
他
の
国
立
大
学
経
済
学
研
究
科
と
同
様
に
、
博
士
に
つ
い
て
は
旧
制
学
位
授
与
制
度
が

残
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
旧
帝
国
大
学
時
代
と
同
様
の
基
準
で
研
究
指
導
し
続
け
た
か
ら
で
あ
る
。
大
学
院
は
研
究
者
養
成
を
目
的
と
し

て
い
た
。
新
制
大
学
院
の
修
士
課
程
に
入
学
し
た
者
は
ほ
ぼ
博
士
後
期
課
程
に
進
学
し
、
次
々
と
国
公
私
立
大
学
の
教
員
・
研
究
者
と

な
っ
て
い
っ
た
。

北
海
道
大
学
経
済
学
部
の
設
立
は
、
は
じ
め
に
見
た
こ
と
に
も
関
連
す
る
が
、
日
本
に
お
け
る
経
済
学
研
究
・
教
育
の
新
た
な
段
階

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
学
に
お
け
る
経
済
学
研
究
と
教
育
は
、
実
学
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
慶
応
義
塾
な
ど
に
対
し
て
帝
国
大

学
で
は
遅
れ
て
始
ま
っ
た
。
東
京
大
学
に
経
済
学
科
が
設
置
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
、
経
済
学
部
が
独
立
し
た
の
は

第
一
次
大
戦
後
の
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
で
あ
り
、
同
じ
年
に
京
都
大
学
に
も
経
済
学
部
が
設
置
さ
れ
た
。
札
幌
農
学
校
に
一
年
先

立
っ
て
設
立
さ
れ
た
東
京
商
法
講
習
所
か
ら
出
発
し
た
東
京
高
等
商
業
学
校
が
大
学
に
昇
格
し
た
の
も
二
〇
年
で
あ
っ
た
―
も
っ
と
も
、

東
京
商
科
大
学
は
実
学
と
し
て
の
商
学
・
経
済
学
の
研
究
・
教
育
を
中
心
と
し
て
帝
国
大
学
と
は
一
線
を
画
し
た
。
第
一
次
大
戦
後
に

は
じ
め
て
、
日
本
の
経
済
学
は
真
理
探
求
と
実
学
の
両
面
で
大
学
制
度
の
中
に
固
有
の
位
置
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
他
の
帝

国
大
学
に
経
済
学
部
は
設
置
さ
れ
ず
、
東
北
大
学
、
九
州
大
学
で
は
二
〇
年
代
設
置
の
旧
法
文
学
部
に
あ
っ
た
経
済
学
講
座
を
母
体
と

し
て
、
ま
た
名
古
屋
大
学
で
は
二
〇
年
設
立
の
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
（
後
の
名
古
屋
経
済
専
門
学
校
）
を
母
体
に
、
い
ず
れ
も
新
制

大
学
へ
の
改
編
時
に
経
済
学
部
が
独
立
し
た
。
大
阪
大
学
で
は
、
北
海
道
大
学
と
同
じ
く
戦
後
四
八
年
に
設
立
さ
れ
た
法
文
学
部
か
ら

新
制
大
学
改
編
時
に
法
経
学
部
が
独
立
、
さ
ら
に
五
三
年
八
月
に
経
済
学
部
が
独
立
し
た
。
敗
戦
と
新
制
大
学
へ
の
改
編
は
、
国
立
大

学
が
主
導
す
る
経
済
学
の
研
究
・
教
育
制
度
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
国
立
大
学
の
経
済
学
部
は
、
日
本
の
経
済
学
研
究
の

先
端
を
主
導
し
つ
づ
け
、
研
究
者
・
大
学
教
員
養
成
の
大
部
分
を
担
っ
て
き
た
。

427 経済学研究科・経済学部



経
済
学
部
の
設
立
は
、
北
海
道
に
お
け
る
経
済
学
お
よ
び
経
営
学
に
つ
い
て
の
研
究
・
教
育
の
草
創
と
重
な
っ
た
。
新
制
大
学
発
足

の
一
九
四
九
年
に
小
樽
経
済
専
門
学
校
か
ら
大
学
に
昇
格
し
た
小
樽
商
科
大
学
商
学
部
、
五
二
年
に
設
立
さ
れ
た
北
海
学
園
大
学
経
済

学
部
と
と
も
に
、
北
海
道
大
学
経
済
学
部
は
、
北
海
道
に
お
け
る
経
済
学
・
経
営
学
の
研
究
と
教
育
を
先
導
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
大

学
急
増
期
に
北
星
学
園
大
学
経
済
学
部
（
六
五
年
）、
札
幌
大
学
経
済
学
部
（
六
七
年
）、
同
経
営
学
部
（
六
八
年
）、
札
幌
商
科
大
学

（
六
八
年
―
現
札
幌
学
院
大
学
）
な
ど
次
々
に
経
済
学
・
経
営
学
関
係
の
大
学
が
設
立
さ
れ
、
全
国
的
傾
向
に
一
致
し
て
私
学
を
中
心

と
す
る
経
済
学
・
経
営
学
教
育
の
拡
大
が
み
ら
れ
た
。
経
済
学
部
は
新
た
に
設
立
・
拡
充
さ
れ
る
大
学
に
教
員
を
供
給
し
、
ま
た
経
済

学
部
で
の
研
究
機
会
を
こ
れ
ら
の
大
学
の
研
究
者
に
開
放
し
、
積
極
的
に
研
究
交
流
活
動
を
続
け
た
。

第
二
章

発
展
・
拡
充
の
み
ち
の
り

経
済
学
部
が
独
立
し
て
も
、
講
座
数
は
不
足
し
て
お
り
、
研
究
・
教
育
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
十
分
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
発
展
・
拡

充
が
学
部
の
課
題
と
な
っ
た
。
発
展
・
拡
充
は
、
文
系
研
究
所
設
置
を
展
望
し
た
地
域
経
済
研
究
施
設
設
置
要
求
や
学
部
創
立
一
〇
周

年
を
契
機
と
す
る
「
北
海
道
大
学
経
済
学
振
興
期
成
会
」
の
創
立
な
ど
を
含
ん
で
進
ん
だ
が
、
な
に
よ
り
も
基
幹
的
国
立
大
学
の
経
済

学
部
と
し
て
東
京
大
学
経
済
学
部
と
同
様
の
基
本
骨
格
を
備
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
に
講
座
増
設
が
、
そ
し
て
経

営
学
科
の
増
設
が
、
さ
ら
に
博
士
課
程
を
有
す
る
経
済
学
・
経
営
学
の
二
専
攻
か
ら
な
る
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
確
立
が
求
め
ら
れ

た
。経

済
学
部
の
講
座
は
、
一
九
五
六
年
四
月
に
一
講
座
、
六
〇
年
四
月
に
さ
ら
に
一
講
座
を
加
え
て
一
〇
講
座
と
な
り
、
講
座
・
学
科

部 局 史 428



目
の
名
称
も
従
来
の
番
号
か
ら
専
門
名
称
に
切
り
替
わ
っ
た
（
経
済
原
論
、
経
済
学
史
、
経
済
政
策
、
社
会
政
策
、
経
済
史
、
貨
幣
・

金
融
論
、
財
政
学
、
経
済
統
計
学
、
経
営
学
、
会
計
学
）。
六
一
年
四
月
に
教
授
会
は
一
五
講
座
か
ら
な
る
経
済
学
科
拡
充
構
想
を
確

立
し
、
六
四
年
に
は
国
際
経
済
論
講
座
が
増
設
さ
れ
た
。

一
九
六
四
年
七
月
に
、
教
授
会
は
経
営
学
科
を
独
立
さ
せ
、
経
済
学
科
一
六
講
座
、
経
営
学
科
九
講
座
か
ら
な
る
二
五
講
座
案
を
計

画
し
た
。
念
願
の
経
営
学
科
は
六
六
年
四
月
新
設
に
至
っ
た
。
既
設
の
経
営
学
、
会
計
学
両
講
座
に
加
え
て
、
完
成
年
度
の
六
九
年
ま

で
に
労
務
管
理
論
講
座
、
経
営
管
理
論
講
座
、
市
場
論
講
座
、
経
営
形
態
論
講
座
、
原
価
計
算
論
講
座
、
財
務
管
理
論
講
座
の
六
講
座

が
配
置
さ
れ
、
独
立
の
経
営
学
科
が
誕
生
し
た
。
構
想
か
ら
み
れ
ば
経
済
学
科
の
講
座
増
は
実
現
せ
ず
、
経
営
学
科
も
一
講
座
不
足
し

て
は
い
た
が
、
経
済
学
部
は
、
経
済
学
科
九
講
座
、
経
営
学
科
八
講
座
、
二
学
科
目
（
経
済
学
、
統
計
学
）
を
擁
す
る
も
の
と
な
り
、

学
生
定
員
も
八
〇
名
か
ら
一
挙
に
一
六
〇
名
に
増
加
し
た
。

こ
れ
に
加
え
、
学
科
目
の
一
般
教
育
等
経
済
学
に
か
か
る
教
官
配
分
も
一
九
六
一
年
か
ら
二
名
に
、
六
七
年
か
ら
は
三
名
に
増
員
さ

れ
た
（
教
授
二
、
助
教
授
一
）。
ま
た
、
学
科
目
統
計
学
に
つ
い
て
も
二
名
の
定
員
が
配
分
さ
れ
（
実
際
の
学
科
目
統
計
学
の
担
当
者

は
理
学
部
に
配
分
さ
れ
理
系
向
け
統
計
学
を
担
当
し
、
文
系
向
け
統
計
学
は
経
済
学
部
の
教
官
が
担
当
し
た
）、
さ
ら
に
七
七
年
に
は

統
計
学
も
一
名
増
員
さ
れ
て
三
名
と
な
っ
た
（
教
授
一
、
助
教
授
二
）。
一
般
教
育
等
経
済
学
に
つ
い
て
は
、
当
初
講
座
所
属
の
教
官

も
含
め
て
講
義
が
な
さ
れ
た
。
六
一
年
か
ら
は
学
科
目
の
一
般
教
育
等
経
済
学
担
当
教
官
が
主
に
講
義
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
教
官
も
講
座
所
属
の
教
官
と
同
様
に
学
部
で
演
習
（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
を
担
当
し
、
大
学
院
で
は
演
習
と
講
義
を
担
当
し
た
。

学
部
運
営
に
お
い
て
も
一
般
教
育
学
科
目
と
講
座
の
差
別
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
数
年
を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
教
官
が
講
座
所

属
に
転
じ
る
と
い
う
慣
行
が
形
成
さ
れ
た
。

大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
営
学
専
攻
修
士
課
程
に
つ
い
て
、
教
授
会
は
学
年
進
行
に
伴
い
一
九
六
九
年
十
月
に
設
置
計
画
書
提
出
を

決
定
し
た
。
だ
が
、
大
学
紛
争
の
中
で
進
め
ら
れ
た
計
画
の
実
現
は
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
線
で
の
研
究
・
教
育
を
担
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え
る
人
材
を
求
め
る
の
は
容
易
で
な
く
欠
員
補
充
が
な
か
な
か
進
行
し
な
か
っ
た
学
部
の
事
情
に
加
え
て
、「
北
大
紛
争
」
や
文
教
政

策
の
変
化
な
ど
種
々
の
要
因
が
遅
れ
を
も
た
ら
し
た
。
大
学
進
学
率
の
絶
え
間
な
い
上
昇
と
大
学
の
急
増
、
学
問
と
社
会
の
変
容
は
、

そ
れ
ま
で
の
拡
大
を
基
調
と
す
る
高
等
教
育
政
策
に
反
省
を
も
た
ら
し
、
七
〇
年
代
に
は
明
確
に
制
限
主
義
的
な
政
策
が
浮
上
し
て
い

た
。
講
座
増
計
画
は
頓
挫
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
大
学
自
体
と
大
学
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
は
、
戦
後
の
創
設
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
負
う
経
済
学
部
の
発
展
・
拡
充
計
画
と
齟
齬
を
き
た
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
教
授
会
は
、
新
た
な
状
況
へ
の
対
応
を

目
指
す
に
し
て
も
、
基
幹
大
学
と
し
て
の
基
本
的
骨
格
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
も
っ
て
努
力
を
重
ね
た
。
そ
の

結
果
経
営
学
専
攻
の
独
立
が
実
現
し
た
の
は
七
六
年
四
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
五
五
年
に
設
置
さ
れ
て
い
た
経
済
政
策
専
攻
（
博

士
課
程
）
を
経
済
学
専
攻
と
変
更
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
経
営
学
専
攻
に
博
士
課
程
が
設
置
さ
れ
た
の
は
さ
ら
に
遅
れ
、
八
〇
年

四
月
で
あ
っ
た
。
経
済
学
科
設
置
か
ら
二
三
年
、
新
制
大
学
院
設
置
と
学
部
独
立
か
ら
一
七
年
を
経
て
、
経
済
学
・
経
営
学
の
教
育
と

研
究
を
基
幹
国
立
大
学
と
し
て
担
う
体
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
創
立
か
ら
八
〇
年
三
月
ま
で
に
講
義
担
当
メ
ン
バ
ー
と
し
て
就
任

し
た
教
官
は
、
表
１
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

制
度
と
並
ん
で
急
が
れ
た
の
は
施
設
整
備
で
あ
っ
た
。
旧
制
予
科
の
建
物
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
ま
た
非
常
に
狭
い
も
の
で
あ
っ

た
。
寒
気
を
遮
る
こ
と
も
で
き
ず
、
廊
下
は
「
シ
ベ
リ
ヤ
街
道
」
と
呼
ば
れ
た
。
文
系
諸
学
部
は
一
致
し
て
施
設
新
営
に
向
け
て
努
力

を
重
ね
た
。
現
管
理
棟
、
講
義
棟
、
研
究
棟
の
基
幹
部
分
を
な
す
新
校
舎
の
大
部
分
が
竣
工
し
た
の
は
一
九
六
六
年
十
一
月
三
十
日
、

経
営
学
科
が
増
設
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
残
余
は
一
年
後
に
完
成
し
た
。
さ
ら
に
七
〇
年
十
二
月
十
九
日
、
一
部
二
階
建
て
が
残
っ
て

い
た
研
究
棟
増
築
分
の
竣
工
が
な
り
、
現
在
の
五
階
建
て
の
研
究
棟
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
八
三
年
に
研
究
棟
は
西
側
に
一
ス
パ
ン

分
増
築
さ
れ
（
三
月
九
日
完
成
）、
現
在
の
姿
に
至
っ
た
。
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法文学部１９４７・３～１９５０・３
龜島泰治（４７・７・２２、財政学、４９・５・３１転出）
早川泰正（４７・７・３１、経済原論、８１・４・２停年退官）
伊藤俊夫（４７・８・２０、経済政策、７１・３・３１停年退官）
山口和雄（４７・８・２６、経済史、５７・１０・１６転出）
新川士郎（４８・８・３１、社会政策、７４・４・１停年退官）
鎌田正三（４８・９・１４、経営経済学のち財務管理論、

７７・４・１停年退官）
太黒マチルド（４９・６・１、フランス語、６５・４・１停年

退官）
内海庫一郎（４９・６・２１、経済統計学、６９・１１・３０転出）
酒井一夫（４９・８・１９、貨幣金融論、７８・４・２停年退官）
鹿討豊雄（５０・１・２７、一般教育等経済学、６２・３・３１

停年退官）
法経学部１９５０・４～１９５３・７

前田新太郎（５１・４・５、財政学、７１・４・１転出）
琴野孝（５２・１・１０、欧州経済史、６４・２・５転出）
松岡孝児（５３・７・１、貨幣金融論、５６・１２・１４逝去）

経済学部（経済学科）１９５３・８～１９６６・３
渡辺侃（５３・８・１、経営経済学第二部、５７・３・３１停年

退官）
高倉新一郎（５３・８・１、経済政策第二部、６２・４・１農

学部へ配置換）
林善茂（５３・８・１、経済史第三部、のち北海道経済

史、８５・３・３１停年退官）
石垣博美（５３・８・１、経済学史、８６・３・３１停年退官）
大爺栄一（５４・１・１、経済地理学、のち経営立地論、

８０・４・１停年退官）
桑原晋（５４・６・１、商業政策、５８・６・３０転出）
菅原秀人（５６・３・１、会計学、８８・３・３１停年退官）
長谷部亮一（６１・４・１、一般教育等経済学、のち国

民所得論、７０・３・３１転出）
坂下昇（６１・７・１、国際経済論、６３・４・１転出）
松井安信（６２・４・１、銀行論、８６・３・３１停年退官）
降旗節雄（６２・４・１、一般教育等経済学、のち経済

原論第二部、７４・４・１転出）
長岡新吉（６３・４・１、日本経済史、９４・４・１停年退官）
真野脩（６３・７・１、労務管理論、のち経営学総論、

９５・３・３１停年退官）
富森虔児（６４・４・１、工業政策、９４・３・３１転出）

所哲也（６４・１０・１、国際経済論、９５・３・３１停年退官）
小林好宏（６５・４・１、一般教育等経済学、のち産業

構造論、経済政策、９８・３・３１停年退官）
森杲（６５・４・１、一般教育等経済学、のち経営形態

論、８９・３・３１転出）
経済学部（経済学科・経営学科）１９６６・４～１９８０・３
石坂昭雄（６６・８・１、西洋経済史、９９・３・３１停年退官）
荒又重雄（６７・２・１、一般教育等経済学、のち賃金

論、社会政策、９６・３・３１転出）
長尾昭哉（６８・１０・１、オペレーションズ・リサーチ、

のち経営管理論、７５・５・１転出）
木村重義（６９・４・１、原価計算論、７０・３・３１転出）
中村通義（７０・１・１、証券市場論、のち財務管理論、

９５・３・３１停年退官）
佐藤茂行（７０・６・１、一般教育等経済学、のち経済

思想史、９５・３・３１停年退官）
黒田重雄（７０・６・１、一般教育等経済学、マーケティ

ング）
日南田静真（７０・１０・１６、一般教育等経済学、のち

農業政策、７７・４・１転出）
是永純弘（７１・８・１、経済統計学、９２・３・３１停年退

官）
渡辺尚（７１・１２・１、経営史、７５・４・１転出）
白井孝昌（７２・４・１、国民所得論、のち経済原論第

一部、経済学原理９９・３・３１停年退官）
内田和男（７５・４・１、価格理論、国民所得論）
今泉佳久（７５・４・１、財政学、８８・３・３１転出）
唐渡興宣（７５・４・１、一般教育等経済学、のち経済

原論第二部、政治経済学）
関口恭毅（７５・９・２１、管理工学）
早川豊（７５・１０・１、原価計算論）
小野浩（７６・８・３１、一般教育等経済学、のち価格理論）
佐々木隆生（７７・２・１、一般教育等経済学、のち世

界経済論）
吉田文和（７８・４・１、産業技術論）
田中慎一（７９・１・１、農業政策）
米山喜久治（７９・４・１、労務管理論）
小島廣光（７９・７・１、利益管理論、のち経営管理論）
加來祥男（７９・１０・１、経営史、９６・４・１転出）

表１ 経済学部に着任した教官１９４７・４～１９８０・３（赴任年月日、担当科目、退官・転出年月日）
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第
三
章

大
学
紛
争
と
経
済
学
部

学
生
の
自
治
活
動
は
、
主
体
的
に
大
学
の
研
究
と
教
育
に
学
生
が
関
わ
る
上
で
種
々
の
役
割
を
果
た
し
、
学
徒
・
市
民
と
し
て
の
成

長
を
育
む
。
だ
が
、
大
学
の
管
理
運
営
と
学
生
の
自
治
活
動
の
間
に
は
緊
張
も
内
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
大
学
が
施
設
を
管
理
し
よ
う

と
す
れ
ば
自
ず
と
学
生
の
管
理
に
及
ぶ
場
合
が
生
じ
る
。
大
学
の
研
究
・
教
育
の
中
に
不
均
衡
が
生
じ
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
学
生
の

教
育
環
境
が
劣
化
す
る
よ
う
な
事
態
が
生
ず
る
な
ら
ば
緊
張
は
顕
在
化
す
る
。
ま
た
、
国
立
大
学
は
行
政
機
構
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
社
会
的
緊
張
は
大
学
と
学
生
の
間
に
も
反
映
す
る
。
北
海
道
大
学
も
戦
後
幾
度
と
な
く
緊
張
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
殊
に
「
北
大

紛
争
」
は
経
済
学
部
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
入
学
式
場
の
占
拠
と
教
養
部
封
鎖
か
ら
は
じ
ま
っ
た
紛
争
は
、
一
九
六
九
年
八
月

十
七
日
に
、
封
鎖
派
学
生
（「
社
学
同
」、「
社
青
同
」、「
反
戦
青
年
委
」
な
ど
）
に
よ
る
文
系
四
学
部
校
舎
の
封
鎖
に
及
ん
だ
。
封
鎖

は
、
十
月
三
十
日
に
教
職
員
組
合
、
自
治
会
、
院
生
協
議
会
な
ど
に
よ
っ
て
「
自
主
解
除
」
さ
れ
た
が
、
四
学
部
校
舎
は
封
鎖
派
と
解

除
派
の
「
戦
場
」
と
な
り
、
多
く
の
負
傷
者
も
で
た
。
後
に
、
図
書
館
や
事
務
局
、
旧
学
生
会
館
な
ど
の
封
鎖
は
評
議
会
の
承
認
を
経

た
機
動
隊
導
入
に
よ
っ
て
解
除
さ
れ
、
こ
れ
に
並
行
し
て
大
学
改
革
を
め
ぐ
る
討
論
会
な
ど
が
行
わ
れ
、「
紛
争
」
は
終
息
へ
と
向
っ

た
。「

北
大
紛
争
」
は
経
済
学
部
さ
ら
に
北
海
道
大
学
さ
え
も
超
え
た
問
題
に
直
接
の
原
因
を
置
く
側
面
を
有
し
た
が
、「
紛
争
」
自
体

は
大
学
の
教
育
・
研
究
シ
ス
テ
ム
や
管
理
運
営
に
つ
い
て
多
く
の
問
題
を
投
げ
か
け
た
。
封
鎖
を
否
定
す
る
に
し
て
も
封
鎖
派
学
生
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
も
っ
て
大
学
が
あ
た
る
べ
き
か
を
も
っ
て
大
学
は
揺
れ
た
。
教
授
会
は
一
九
六
九
年
だ
け
で
も
四
六
回
開

催
さ
れ
、
深
更
に
ま
で
及
ぶ
議
論
が
な
さ
れ
た
。
経
済
学
部
教
授
会
が
と
っ
た
結
論
は
、
学
部
を
構
成
す
る
教
職
員
、
大
学
院
生
、
学

生
内
の
意
思
疎
通
を
は
か
り
、
大
学
の
理
念
と
現
行
制
度
の
中
で
汲
み
上
げ
う
る
も
の
に
つ
い
て
は
実
現
す
べ
く
努
力
を
重
ね
る
と
い
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う
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
部
長
選
挙
問
題
に
つ
い
て
の
四
者
（
教
授
会
構
成
員
、
そ
れ
以
外
の
教
職
員
、
大
学
院
生
、
学
生
）
に
よ
る
制

度
改
革
委
員
会
、
同
じ
四
者
に
よ
る
部
屋
割
検
討
委
員
会
、
学
部
構
成
員
全
員
に
よ
る
経
済
学
部
連
絡
会
議
な
ど
が
も
た
れ
、
学
部
長

選
挙
や
ゼ
ミ
室
利
用
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
学
生
な
ど
か
ら
要
求
の
あ
っ
た
「
全
構
成
員
の
学
部
長
選
挙
参
加
」
要
求
に

つ
い
て
は
法
的
制
限
も
あ
り
、
各
層
の
不
満
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
七
二
年
三
月
か
ら
七
六
年
二
月

ま
で
選
出
さ
れ
た
学
部
長
候
補
者
の
上
申
は
見
送
ら
れ
、
事
務
取
扱
時
代
が
続
い
た
。
だ
が
、
学
生
か
ら
強
い
要
求
の
あ
っ
た
「
一
ゼ

ミ
一
演
習
室
」
に
つ
い
て
は
、
教
授
会
は
演
習
室
を
可
能
な
限
り
増
や
し
、
二
ゼ
ミ
一
演
習
室
程
度
に
改
善
し
、
講
義
に
使
用
し
な
い

時
間
の
演
習
室
利
用
を
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
単
位
で
自
由
に
し
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
中
心
の
教
育
を
特
色
と
す
る
経
済
学
部
の
シ
ス
テ
ム
は
、
こ

の
よ
う
な
過
程
も
含
ん
で
実
現
し
て
き
た
。

経
済
学
部
の
学
生
自
治
活
動
は
、
他
の
学
部
と
は
異
な
り
、
自
治
会
が
一
九
五
六
年
に
消
滅
状
態
に
な
っ
た
後
、
五
八
年
ご
ろ
に
結

成
さ
れ
た
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
協
議
会
」
に
依
拠
し
て
い
た
。「
ゼ
ミ
協
」
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
単
位
と
し
て
学
生
の
要
求
を
ま
と
め
、
ま

た
全
国
規
模
や
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
わ
れ
る
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
へ
の
参
加
や
運
営
に
あ
た
り
、
工
場
見
学
企
画
や

「
経
済
祭
」
な
ど
学
生
の
自
主
的
行
事
を
担
っ
た
。
だ
が
、「
北
大
紛
争
」
後
の
七
〇
年
代
半
ば
に
は
セ
ク
ト
間
の
対
立
の
中
で
役
員

選
出
も
途
絶
し
、
七
六
年
に
は
ほ
ぼ
消
滅
状
態
と
な
っ
た
。

経
済
学
部
の
内
部
に
原
因
を
も
っ
た
紛
争
は
、「
ゼ
ミ
協
」
消
滅
後
の
一
九
七
七
年
に
生
じ
た
。
七
月
九
日
、
林
善
茂
教
授
が
担
当

す
る
北
海
道
経
済
史
の
講
義
に
際
し
て
一
部
学
生
か
ら
「
ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
蔑
視
・
差
別
発
言
が
あ
っ
た
」
と
し
て
質
疑
が
出
さ
れ
た

こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
。
講
義
の
終
了
定
刻
（
午
後
〇
時
二
〇
分
）
を
過
ぎ
て
受
講
生
の
多
く
が
退
室
し
た
後
に
、
一
部
学
生
は
講
義

を
行
っ
て
い
た
一
番
教
室
の
扉
を
内
側
か
ら
閉
鎖
し
、
教
授
に
対
し
て
差
別
・
蔑
視
発
言
を
し
た
こ
と
の
承
認
と
「
自
己
批
判
」
を
求

め
た
。
教
授
会
は
、
学
生
の
説
得
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
か
ね
て
高
血
圧
症
に
悩
ん
で
い
た
教
授
の
身
体
を
心
配
し
て
医
師
の
診
断
を

主
張
し
た
。
そ
の
結
果
、
医
師
一
名
が
入
室
し
二
度
に
わ
た
る
診
断
の
末
、
ド
ク
タ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
が
通
告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
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て
、
菅
原
秀
人
学
部
長
代
理
（
林
教
授
は
学
部
長
で
あ
っ
た
た
め
急
遽
菅
原
評
議
員
が
代
理
を
つ
と
め
た
）
は
現
状
を
解
除
す
る
命
令

を
出
し
、
講
義
棟
管
理
者
で
あ
る
小
川
晃
一
法
学
部
長
も
退
去
命
令
を
出
し
た
。
し
か
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
た
学
生
は
こ
れ
に

応
ぜ
ず
、
林
教
授
が
脳
卒
中
あ
る
い
は
心
筋
梗
塞
に
お
そ
わ
れ
る
可
能
性
す
ら
生
じ
る
に
い
た
っ
た
。
教
授
会
は
や
む
な
く
警
察
力
に

よ
る
現
状
の
解
除
を
要
請
し
、
林
教
授
を
救
出
し
た
。
負
傷
者
は
で
な
か
っ
た
が
、
学
生
三
名
が
逮
捕
さ
れ
た
（
後
不
起
訴
）。
当
時
、

林
教
授
は
学
部
長
で
あ
っ
た
が
、
心
身
と
も
に
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
打
撃
を
受
け
、
学
部
長
を
辞
職
し
、
代
わ
っ
て
大
爺
栄
一
教
授
が

学
部
長
事
務
取
扱
を
つ
と
め
た
。

教
授
会
は
、
七
月
二
十
日
、
事
態
の
収
拾
を
は
か
る
た
め
に
告
示
を
出
し
、
事
実
経
過
を
示
す
と
と
も
に
、（
一
）
講
義
の
す
べ
て

は
担
当
教
官
の
学
問
的
責
任
に
お
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
講
義
内
容
は
学
問
の
自
由
に
基
づ
い
て
他
か
ら
の
干
渉
を
避
け
て
な

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、（
二
）
講
義
内
容
に
つ
い
て
の
批
判
や
質
疑
は
自
由
で
あ
る
こ
と
、（
三
）
学
問
的
討
論
は
自
由
対
等

の
条
件
の
下
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
原
則
を
示
し
た
。
事
件
発
生
後
に
「
ア
イ
ヌ
解
放
同
盟
」
の
代
表
結
城
庄
司

氏
な
ど
は
構
内
に
抗
議
テ
ン
ト
を
設
け
た
上
、
林
教
授
宛
て
の
公
開
質
問
状
を
出
し
、
ま
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
有
志
か
ら
林
教
授
が
質
問
に

答
え
る
よ
う
教
授
会
に
要
請
が
あ
っ
た
が
、
教
授
会
は
こ
れ
ら
の
原
則
に
基
づ
い
て
対
応
し
た
。
の
ち
に
林
教
授
は
、
萱
野
茂
氏
（
当

時
、
平
取
町
町
会
議
員
）
と
の
会
談
な
ど
を
経
て
、
一
九
七
八
年
一
月
十
一
日
に
市
内
第
一
ホ
テ
ル
に
お
い
て
結
城
庄
司
氏
と
会
合
し
、

公
開
質
問
状
に
回
答
す
る
と
と
も
に
、
一
月
二
十
六
日
に
学
生
・
大
学
院
生
と
の
話
し
合
い
に
応
じ
事
態
は
収
拾
に
向
か
っ
た
。

林
教
授
の
講
義
か
ら
生
じ
た
問
題
は
、
講
義
を
含
め
て
学
問
が
社
会
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
学
問
を
め
ぐ
る
討
論
の

あ
り
か
た
を
確
立
す
る
上
で
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
。
そ
の
後
、
学
生
運
動
は
停
滞
へ
向
か
っ
た
が
、
特
定
の
見
解
を
実
力
に
よ
っ
て

押
し
付
け
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
は
避
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
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第
四
章

経
済
学
部
の
構
造
的
改
革
と
大
学
院
重
点
化

博
士
講
座
を
も
つ
基
幹
大
学
と
し
て
の
制
度
整
備
は
経
済
学
部
の
完
成
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
大
学
紛
争
は
教
養
改
革

な
ど
を
提
起
し
た
が
、
同
時
に
、
大
学
が
学
問
や
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
た
。
一
九
六
三
年
や
七
一
年

の
中
教
審
答
申
に
は
じ
ま
り
、
八
五
年
の
臨
教
審
答
申
、
そ
し
て
八
〇
年
代
末
か
ら
の
相
次
ぐ
大
学
審
答
申
は
、
是
非
は
と
も
か
く
、

学
問
と
社
会
の
変
化
へ
の
大
学
の
対
応
を
強
く
促
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
経
済
学
部
は
、
他
の
国
立
大
学
経
済
学
部
や
学
内
の
他
学
部

と
同
様
に
、
八
〇
年
代
以
後
構
造
的
改
革
へ
と
向
か
う
宿
命
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
節

大
講
座
化

講
座
増
が
抑
制
さ
れ
、
改
革
を
迫
ら
れ
る
中
で
、
法
学
部
で
は
一
九
七
四
年
度
か
ら
大
講
座
制
へ
の
改
組
拡
充
が
な
さ
れ
、
七
〇
年

代
末
に
一
橋
大
学
、
九
州
大
学
、
東
京
大
学
な
ど
の
経
済
学
部
も
大
講
座
化
へ
と
向
か
っ
た
。
既
に
、
ど
の
主
要
大
学
経
済
学
部
に
お

い
て
も
単
独
講
座
制
は
形
骸
化
し
て
、
助
教
授
も
独
立
し
た
研
究
と
教
育
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
新
規
分
野
の
形
成
や
細
分

化
・
学
際
化
な
ど
の
学
問
の
発
展
か
ら
み
て
も
単
独
講
座
制
を
維
持
す
る
根
拠
は
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
北
海

道
大
学
で
は
教
養
改
革
に
伴
う
一
般
教
育
担
当
者
の
講
座
帰
属
問
題
の
解
決
か
ら
大
講
座
化
が
望
ま
れ
、
八
〇
年
三
月
の
教
授
会
か
ら

経
済
学
部
に
お
け
る
大
講
座
化
の
検
討
は
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
四
月
に
は
経
済
、
経
営
両
学
科
に
三
大
講
座
を
設
置
す
る
案
が
採

択
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
だ
が
、
臨
時
教
育
審
議
会
な
ど
に
よ
っ
て
大
学
改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
既
存
単
独
講
座
を
伝
統
的
な
枠
組

み
―
経
済
学
科
は
理
論
・
応
用
・
歴
史
の
、
経
営
学
科
は
経
営
・
管
理
・
会
計
の
そ
れ
ぞ
れ
三
大
講
座
に
わ
け
る
―
に
し
た
が
っ
て
形
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式
的
に
編
成
替
え
し
た
概
算
要
求
案
が
認
め
ら
れ
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。
八
一
年
度
以
後
繰
り
返
し
概
算
要
求
は
な
さ
れ
た
が
、
八

三
年
に
は
実
現
の
展
望
を
欠
く
状
況
が
生
ま
れ
た
。

一
九
八
六
年
、
新
た
に
就
任
し
た
長
岡
新
吉
学
部
長
は
、
委
員
長
の
早
川
豊
教
授
を
除
け
ば
全
員
助
教
授
か
ら
な
る
「
昭
和
六
三
年

度
概
算
要
求
に
関
す
る
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
教
授
会
に
提
案
し
、
承
認
を
受
け
た
委
員
会
は
夏
期
に
集
中
審
議
し
、
既
存
の

学
部
案
に
国
際
・
比
較
経
済
論
講
座
を
加
え
て
講
座
編
成
を
七
大
講
座
に
改
め
、
両
学
科
で
三
年
次
学
部
編
入
を
も
含
む
国
際
経
済

コ
ー
ス
、
国
際
経
営
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
案
を
策
定
、
学
部
長
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
本
部
、
文
部
省
の
意
向
な
ど
を
打
診
し
た
。
こ
う

し
て
、
八
八
年
四
月
か
ら
九
三
年
四
月
に
か
け
て
大
講
座
化
が
実
現
す
る
に
至
っ
た
。
た
だ
し
、
編
入
を
含
む
新
た
な
コ
ー
ス
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
後
の
臨
時
増
募
に
関
連
す
る
定
員
増
も
あ
っ
て
要
求
か
ら
取
り
下
げ
ら
れ
た
。

第
二
節

大
学
院
重
点
化

大
講
座
化
が
始
ま
っ
た
一
九
八
八
年
、
大
学
院
改
革
が
大
学
審
議
会
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
教
授
会
も
全
学
の
検
討
と
「
北
海

道
大
学
に
お
け
る
大
学
院
整
備
構
想
に
つ
い
て
」（
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
企
画
調
整
委
員
会
、
九
〇
年
二
月
七
日
）
を
受
け

て
、
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
を
九
〇
（
平
成
二
）
年
二
月
二
十
五
日
に
発
足
さ
せ
、
さ
ら
に
学
部
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導
入
と

も
関
連
し
て
九
一
年
七
月
十
一
日
の
教
授
会
に
お
い
て
上
記
委
員
会
の
下
に
四
専
門
委
員
会
（
教
育
シ
ス
テ
ム
、
修
士
専
修
コ
ー
ス
設

置
、
社
会
人
受
け
入
れ
、
修
士
課
程
教
育
の
技
術
的
改
善
）を
置
い
た
。
十
一
月
七
日
、
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
は
、
イ
ン
タ
ー

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
方
式
で
は
な
く
研
究
科
独
自
の
改
革
を
進
め
る
こ
と
、
現
行
制
度
の
中
で
社
会
人
受
け
入
れ
構
想
を
策
定
す
る
こ
と
、

博
士
号
授
与
の
促
進
を
は
か
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
報
告
し
教
授
会
の
了
承
を
受
け
た
。

教
授
会
は
、
こ
う
し
た
検
討
過
程
と
並
行
し
て
現
行
制
度
の
中
で
の
大
学
院
改
革
を
進
め
た
。
一
九
九
〇
年
四
月
に
学
部
三
年
次
か
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ら
大
学
院
に
進
学
す
る
「
飛
び
級
」
制
度
と
修
士
課
程
推
薦
入
学
制
度
を
導
入
、
九
二
年
三
月
に
「
課
程
博
士
授
与
に
つ
い
て
の
経
済

学
研
究
科
委
員
会
申
し
合
わ
せ
」
を
決
定
、
四
月
に
は
、
大
学
院
修
士
課
程
入
学
試
験
の
専
攻
科
目
の
分
類
改
正
を
行
い
、
さ
ら
に
、

十
月
に
経
済
学
専
攻
二
コ
ー
ス
、
経
営
学
専
攻
一
コ
ー
ス
か
ら
な
る
専
修
コ
ー
ス
へ
の
社
会
人
受
け
入
れ
構
想
を
了
承
し
、
九
三
年
三

月
の
「
北
海
道
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
専
修
コ
ー
ス
設
置
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
」
に
お
い
て
具
体
化
し
た
。
九
三
年
九
月

に
最
初
の
修
士
課
程
専
修
コ
ー
ス
社
会
人
特
別
選
考
が
実
施
さ
れ
、
七
名
が
合
格
し
た
（
こ
の
う
ち
現
在
ま
で
二
名
が
課
程
博
士
号
を

授
与
さ
れ
て
い
る
）。
九
四
年
一
月
に
は
八
三
年
に
授
業
科
目
単
位
数
を
二
単
位
と
し
た
大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
に
次
ぐ
教
育
課

程
改
革
に
つ
い
て
教
授
会
は
合
意
し
（
各
授
業
科
目
単
位
を
Ａ
、
Ｂ
の
各
二
単
位
、
合
計
四
単
位
と
す
る
）、
ま
た
同
年
学
部
点
検
評

価
が
始
ま
っ
た
。
九
五
年
四
月
に
は
、
修
士
課
程
専
修
コ
ー
ス
特
別
選
考
制
度
（
一
種
の
Ａ
Ｏ
入
試
）
を
導
入
し
、
九
六
年
十
一
月
か

ら
翌
年
四
月
に
か
け
て
大
学
院
入
試
制
度
の
包
括
的
改
正
を
、
九
七
年
一
月
に
「
博
士
学
位
の
審
査
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
」
の
改
正

を
お
こ
な
い
、
九
九
年
度
及
び
二
〇
〇
〇
年
度
大
学
院
入
試
に
あ
た
っ
て
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
を
会
場
に
東
京
で
の
入
学
試
験
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
九
八
年
十
月
に
は
博
士
後
期
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
（
取
得
必
要
単
位
を
二
〇
単
位
か
ら
八
単
位
に
変
更
し
、
特

殊
研
究
に
代
え
て
特
別
研
究
を
設
置
）
を
実
施
、
九
九
年
に
は
、
大
学
院
設
置
基
準
第
十
四
条
「
教
育
方
法
の
特
例
」
の
適
用
に
踏
み

切
る
と
と
も
に
、
社
会
人
向
け
を
含
む
大
学
院
入
試
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
お
こ
な
っ
た
。
初
年
度
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
七
月
共
通
講
義
棟
一
番

教
室
を
満
員
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
社
会
人
が
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
に
よ
せ
る
期
待
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

社
会
に
開
か
れ
た
大
学
に
関
し
て
、
九
七
年
か
ら
「
北
海
道
大
学
経
済
学
部
公
開
講
座
」
を
開
催
し
、
毎
年
約
七
〇
名
の
社
会
人
に
学

部
教
官
に
よ
る
専
門
講
義
を
行
っ
て
き
た
。

大
学
院
改
革
に
伴
い
、
一
九
九
〇
年
代
は
じ
め
ま
で
毎
年
一
〇
名
以
下
で
あ
っ
た
修
士
課
程
入
学
者
は
九
四
年
度
に
二
四
名
へ
と
増

加
し
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
入
学
定
員
を
上
回
る
七
一
名
と
な
り
、
課
程
博
士
号
も
九
四
年
に
三
名
授
与
さ
れ
、
そ
の
後
も
継
続
的
に

授
与
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
ま
た
、
九
五
年
四
月
に
寄
附
講
座「
企
業
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス（
日
本
公
社
債
研
究
所
）」（
教
授
一
、
助
手
一
）
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が
設
置
さ
れ
、
菊
池
誠
一
が
教
授
と
し
て
着
任
し
、
九
八
年
に
日
本
公
社
債
研
究
所
の
合
併
に
伴
い
「
企
業
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
日
本
格

付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー
）」と
名
称
を
変
更
し
た
後
も
二
〇
〇
〇
年
三
月
の
講
座
終
了
に
い
た
る
ま
で
熱
心
に
教
育
と
研
究
に
あ
た
っ
た
。

概
算
要
求
案
の
策
定
は
、
一
九
九
二
年
十
月
十
五
日
の
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
再
編
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
新
し
い

研
究
科
の
理
念
・
目
的
・
特
色
に
つ
い
て
回
答
を
見
出
す
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
九
三
年
四
月
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委

員
会
は
再
々
編
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
さ
ら
に
九
五
年
六
月
、
九
七
年
九
月
と
編
成
替
え
を
重
ね
て
検
討
し
、
そ
の
都
度
概
算
要
求
案
が

決
定
さ
れ
た
が
、
実
現
見
通
し
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
事
態
の
打
開
は
、
九
八
年
一
月
に
学
部
長
・
研
究
科
長
に
内
田
和
男
教
授
が
就

任
し
て
か
ら
本
格
的
に
試
み
ら
れ
た
。
二
月
の
教
授
会
に
お
い
て
学
部
長
は
学
部
内
委
員
会
の
大
幅
な
再
構
成
を
提
案
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
三
月
に
学
部
長
を
委
員
長
と
す
る
将
来
構
想
計
画
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
九
月
に
新
し
い
研
究
科
の
将
来
像
が
教
授
会
に
は
か

ら
れ
、
教
授
会
は
こ
れ
を
了
承
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
済
学
と
経
営
学
の
伝
統
的
な
二
専
攻
の
枠
組
み
を
三
専
攻
に
代
え
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
情
報
化
、
経
済
学
の
急
速
な
変
容
に
対
応
す
る
案
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
社
会
的
要
請
が
大
学
改
革
を
促
し
て
い
る
こ
と
を
重

視
し
、
九
八
年
に
は
外
部
点
検
評
価
の
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。
本
間
正
明
大
阪
大
学
副
学
長
を
委
員
長
に
、
石
井
寛
治
東
京
大
学
名
誉

教
授
、
泉
誠
二
北
海
道
電
力
社
長
、
貞
広
彰
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
長
、
津
守
常
弘
九
州
大
学
名
誉
教
授
、
野
中
郁
次
郎
北
陸
先
端
技

術
大
学
大
学
院
知
識
科
学
研
究
科
長
を
委
員
と
す
る
北
海
道
大
学
経
済
学
部
外
部
点
検
評
価
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
委
員
会
は
書
面
審

査
と
実
地
調
査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、『
北
海
道
大
学
経
済
学
部
外
部
評
価
報
告
書
』
が
九
九
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
経
済
学
部
の

研
究
と
教
育
の
内
容
と
水
準
、
教
育
と
研
究
の
支
援
活
動
体
制
、
国
際
交
流
、
改
革
の
方
向
な
ど
に
つ
い
て
、
外
部
点
検
評
価
委
員
会

は
肯
定
的
な
評
価
を
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
提
言
を
な
し
、
そ
れ
ら
は
重
点
化
実
現
と
学
部
の
改
革
努
力
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

概
算
要
求
は
、
重
点
化
最
後
の
年
と
言
わ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
。
一
九
九
九
年
十
一
月
、
教
授
会
は
内
田
和
男

学
部
長
を
学
部
長
候
補
者
と
し
て
再
選
し
た
。
学
部
長
任
期
に
つ
い
て
は
、
七
九
年
以
来
再
任
を
認
め
な
い
で
き
た
が
、
大
学
の
管
理

運
営
を
め
ぐ
る
事
情
の
変
化
か
ら
六
月
に
教
授
会
は
再
任
を
認
め
る
よ
う
に
内
規
を
改
正
し
て
い
た
。
十
二
月
、
教
授
会
は
北
海
道
大
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学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
設
置
準
備
委
員
会
の
設
置
と
、
設
置
準
備
委
員
会
に
よ
る
関
連
内
規
の
整
備
に
つ
い
て
承
認
し
、
以
来
二
〇

〇
〇
年
一
月
の
教
授
会
に
は
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
組
織
運
営
内
規
、
経
済
学
長
候
補
者
選
考
内
規
、
各
種
委
員
会
内
規
に
つ
い

て
の
案
が
示
さ
れ
、
二
月
に
は
新
研
究
科
の
研
究
科
長
候
補
者
、
評
議
員
予
定
者
、
教
員
候
補
者
と
と
も
に
研
究
科
規
程
の
一
部
改
正

が
報
告
さ
れ
、
四
月
に
全
教
員
が
大
学
院
経
済
学
研
究
科
に
所
属
す
る
新
研
究
科
が
誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。

新
研
究
科
は
、
経
済
シ
ス
テ
ム
専
攻
（
経
済
分
析
講
座
〈
教
授
四
、
助
教
授
四
、
助
手
一
〉、
社
会
経
済
・
歴
史
分
析
講
座
〈
教
授

四
、
助
教
授
四
、
助
手
一
〉
―
修
士
課
程
入
学
定
員
一
八
、
博
士
課
程
入
学
定
員
九
）、
現
代
経
済
経
営
専
攻
（
現
代
政
策
講
座
〈
教

授
五
、
助
教
授
二
、
助
手
一
〉、
企
業
シ
ス
テ
ム
講
座
〈
教
授
四
、
助
教
授
三
、
助
手
二
〉、
国
際
分
析
講
座
〈
教
授
三
、
助
教
授
三
、

助
手
一
〉
―
修
士
課
程
入
学
定
員
二
二
、
博
士
課
程
入
学
定
員
一
一
）、
経
営
情
報
専
攻
（
経
営
情
報
分
析
講
座
〈
教
授
四
、
助
教
授

三
、
助
手
二
〉、
会
計
シ
ス
テ
ム
講
座
〈
教
授
二
、
助
教
授
二
、
助
手
一
〉
―
修
士
課
程
入
学
定
員
一
二
、
博
士
課
程
入
学
定
員
六
）

の
三
専
攻
、
教
授
定
員
二
六
、
助
教
授
定
員
二
一
、
助
手
定
員
九
か
ら
構
成
さ
れ
、
経
済
学
部
（
入
学
定
員
一
九
〇
、
経
済
学
科
一
〇

〇
、
経
営
学
科
九
〇
）
の
講
義
を
兼
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
度
専
門
職
業
人
の
育
成
を
目
的
と
し
た
修
士
専
修
コ
ー
ス
と
し
て
、
経

済
シ
ス
テ
ム
専
攻
に
は
経
済
社
会
総
合
コ
ー
ス
が
、
現
代
経
済
経
営
専
攻
に
は
公
共
政
策
コ
ー
ス
、
企
業
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
、
国
際
協

力
コ
ー
ス
の
三
コ
ー
ス
が
、
経
営
情
報
専
攻
に
は
経
営
意
思
決
定
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
た
。
新
た
に
定
め
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

修
士
課
程
（
博
士
前
期
課
程
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
に
専
攻
所
属
教
官
が
担
当
す
る
基
幹
科
目
と
他
専
攻
所
属
教

官
が
担
当
す
る
関
連
科
目
が
置
か
れ
、
基
幹
科
目
か
ら
演
習
を
含
め
て
二
〇
単
位
の
修
得
が
必
要
と
さ
れ
、
さ
ら
に
専
修
コ
ー
ス
学
生

に
つ
い
て
は
、
各
コ
ー
ス
の
特
質
に
し
た
が
っ
た
基
礎
科
目
と
コ
ー
ス
科
目
が
設
定
さ
れ
、
基
礎
科
目
か
ら
二
科
目
八
単
位
以
上
、
コ
ー

ス
科
目
か
ら
三
科
目
一
二
単
位
以
上
の
修
得
が
課
さ
れ
、
修
士
論
文
に
代
え
て
研
究
成
果
報
告
書
の
提
出
が
課
さ
れ
た
。
博
士
後
期
課

程
で
は
、
専
攻
ご
と
に
演
習
と
特
別
研
究
が
開
設
さ
れ
、
演
習
四
単
位
を
含
む
八
単
位
以
上
の
修
得
が
課
さ
れ
た
。

一
九
八
〇
年
四
月
か
ら
新
し
い
経
済
学
研
究
科
誕
生
前
ま
で
に
着
任
し
た
教
官
は
表
２
に
、
ま
た
四
月
に
新
た
に
着
任
し
た
教
官
を

439 経済学研究科・経済学部



牛山敬二（８０・４・１、一般教育等経済学な

らびに日本農業論・経済動態

論、９６・３・３１転出）

吉野悦雄（８１・４・１、一般教育等経済学な

らびに経済体制論、のち経済

体制論）

平子友長（８１・４・１、一般教育等経済学な

らびに経済学方法論、８７・４・１

転出）

濱田康行（８２・４・１、金融論）

永田信（８３・４・１、公共経済学、８７・３・１６転

出）

園信太郎（８４・８・１６、一般教育等統計学、

のち統計学原理）

木村俊一（８５・１０・１、オペレーションズ・

リサーチ）

岡部洋實（８７・１０・１、一般教育等経済学

ならびに経済学方法論、のち

経済学方法論）

宮本謙介（８８・１・１、アジア経済史）

吉田雅敏（８８・４・１、公共経済学、９５・４・１

転出）

金井一頼（８９・１０・１、経営組織論）

小山光一（９０・４・１、財政学）

吉見宏（９１・２・１６、会計学総論）

田中嘉浩（９１・４・１、情報処理論）

中西徹（９１・７・１、経済発展論、９３・４・１転

出）

長谷川光（９２・１０・１、計量経済学）

寺本義也（９４・４・１、企業論、９８・４・１転出）

井上久志（９４・４・１、工業政策）

西部忠（９４・４・１、経済変動論）

古澄英男（９４・４・１、経済統計学）

蟹江章（９４・１０・１、会計監査論）

ブライアン・ケネス・マクリーン（９５・４・

１、外国語経済経営学講義、９７・８・３１

転出）

中西聡（９５・４・１、日本経済史、９９・１０・１転

出）

鈴木良始（９５・４・１、比較日本経済論、

２０００・１０・１転出）

柴田裕通（９５・１０・１、国際経営論、２０００・

１０・１転出）

町野和夫（９５・１０・１、経済構造論）

橋本智雄（９６・１・１６、全学教育統計学）

橋本努（９６・４・１、経済思想史）

柿沢佳秀（９６・４・１、全学教育統計学）

平本健太（９７・４・１、経営学総論）

橘永久（９７・１０・１、経済発展論）

板谷淳一（９８・１０・１、公共経済学）

ダスグプタ・ディパンカー（９８・１・１、外

国語経済経営学講義、９８・１２・３１転

出）

吉原直毅（９８・１・１、経済動態論、９９・１０・１

転出）

趙来勲（９９・４・１、国際経済学）

高井哲彦（９９・４・１、西洋経済史）

福島英史（９９・１０・１、中小企業経営論）

表２ 経済学部に着任した教官 １９８０・４～２０００・３
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経済システム専攻

経済分析講座

教授
ミクロ経済学（小野浩）
マクロ経済学（内田和男）
政治経済学（唐渡興宣）
計量経済学（長谷川光）
助教授
ゲーム理論（町野和夫）
応用計量経済学（古澄英男）
経済時系列統計分析

（柿沢佳秀）
実験経済学

社会経済・歴史分析講座

教授
社会経済史（田中慎一）
アジア経済史（宮本謙介）
経済学史（佐々木憲介）
社会経済学（岡部洋實）
助教授
西洋経済史（高井哲彦）
進化経済学（西部忠）
経済思想史（橋本努）
講師
日本経済史
（内藤隆夫、着任２０００・４・１）

現代経済経営専攻

現代政策講座

教授
公共経済学（板谷淳一）
金融経済学（濱田康行）
環境経済学（吉田文和）
日本経済論（鈴木良始）
財政学（小山光一）
助教授

厚生経済学
（久保田肇、着任２０００・４・１）
労働経済学
（草郷孝好、着任２０００・４・１）

企業システム講座

教授
経営組織論（金井一頼）
マーケティング論

（黒田重雄）
非営利組織論（小島廣光）
助教授

経営戦略論（平本健太）
企業行動論
（岩田智、着任２０００・４・１）
講師

経営管理論
（谷口勇仁、着任２０００・４・１）
中小企業論（福島英史）

国際分析講座

教授
国際政治経済学

（佐々木隆生）
比較社会経済システム

（吉野悦雄）
国際投融資論（井上久志）
助教授

国際経済学（趙来勲）
国際経営論（柴田裕通）
開発経済学（橘永久）

経営情報専攻

経営情報分析講座

教授
経営情報学（関口恭毅）
確率モデル分析（木村俊一）
人的資源開発論

（米山喜久治）
数理統計学（橋本智雄）
助教授
経営情報数理科学

（田中嘉浩）
応用統計学（園信太郎）
企業ファイナンス

会計システム講座

教授
管理会計論（早川豊）
助教授
会計システム論（吉見宏）
会計監査論（蟹江章）
講師
会計情報論（久保田淳司）

表３ 大学院経済学研究科の編成 ２０００・４・１
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含
め
た
新
研
究
科
担
当
教
官
は
表
３
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

第
五
章

経
済
学
部
教
育
の
構
造
的
改
革
と
変
容

大
学
教
育
面
で
の
構
造
的
改
革
は
、
研
究
体
制
や
教
官
組
織
の
改
革
に
先
立
っ
て
、
経
済
学
部
に
経
営
学
専
攻
が
設
置
さ
れ
た
一
九

七
〇
年
代
末
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
共
通
第
一
次
学
力
試
験
の
実
施
に
み
ら
れ
る
入
試
改
革
と
教
養
部
改
革
が
結
合
し
て
、
七
九
年
に
、

四
九
年
の
教
養
学
科
設
立
以
来
続
い
て
い
た
「
文
類
、
理
類
」
の
学
生
募
集
単
位
と
学
生
編
成
が
改
め
ら
れ
、
文
類
は
「
文
Ⅰ
、
文
Ⅱ
、

文
Ⅲ
」
の
三
系
に
分
け
ら
れ
、
経
済
学
部
へ
は
文
Ⅱ
系
か
ら
一
四
四
名
、
文
Ⅰ
系
か
ら
二
一
名
、
文
Ⅲ
系
か
ら
二
〇
名
移
行
す
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
数
学
Ⅱ
Ｂ
を
含
む
数
学
を
二
次
試
験
で
受
験
す
る
学
生
と
と
も
に
、
社
会
や
小
論
文
で
受
験
す
る
学
生

が
経
済
学
部
に
進
学
す
る
こ
と
と
な
り
学
生
の
資
質
の
多
様
化
が
実
現
し
た
。
な
お
、
学
生
定
員
は
「
臨
時
増
募
」
に
よ
っ
て
八
六
年

か
ら
一
八
五
名
に
増
加
し
、
九
二
年
に
は
二
一
五
名
に
至
っ
た
。
臨
時
増
募
は
二
〇
〇
〇
年
度
入
試
で
終
了
し
た
が
、
一
部
は
定
員
に

組
み
入
れ
ら
れ
経
済
学
部
の
学
生
定
員
は
一
九
〇
名
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
募
集
単
位
と
学
生
編
成
の
変
更
に
対
応
し
て
、
文
Ⅱ
系
の
教
養
課
程
自
然
科
学
分
野
に
は
数
学
Ⅰ
、
数
学
Ⅱ
が
置
か
れ
、

数
理
的
な
研
究
の
進
む
経
済
学
研
究
を
反
映
す
る
教
育
課
程
が
置
か
れ
た
。
な
お
、
教
養
部
改
革
に
関
連
し
て
、
一
般
教
育
担
当
教
官

に
つ
い
て
行
っ
て
い
た
経
済
学
部
独
自
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
廃
止
し
、
か
わ
り
に
専
門
的
に
一
般
教
育
の
経
済
学
・
統
計

学
や
社
会
科
学
特
別
講
義
を
担
当
す
る
教
官
を
置
い
た
。
そ
れ
ら
の
教
官
は
従
来
通
り
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
大
学
院
研
究
科
の
講
義
を
、

ま
た
学
部
に
お
い
て
は
二
単
位
の
専
門
教
育
科
目
を
担
当
し
た
。
そ
し
て
、
新
た
に
教
養
課
程
に
配
置
さ
れ
た
社
会
科
学
一
般
演
習
や
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社
会
科
学
基
礎
演
習
に
つ
い
て
は
経
済
学
部
の
教
官
が
全
員
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当
し
た
。

学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
一
九
八
八
年
の
大
講
座
化
と
と
も
に
大
き
く
改
訂
さ
れ
た
。
専
門
教
育
科
目
を
大
講
座
に
対
応
す
る
経
済

理
論
、
経
済
史
、
応
用
経
済
学
、
国
際
・
比
較
経
済
論
（
経
営
学
科
で
は
国
際
・
比
較
経
営
論
）、
経
営
学
、
経
営
管
理
論
、
会
計
学

の
七
つ
の
教
育
科
目
分
野
に
分
け
、
各
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
科
毎
に
選
択
必
修
単
位
を
定
め
る
と
と
も
に
、
教
官
が
固
有
の
担
当
科

目
以
外
に
担
当
す
る
幾
つ
か
の
科
目
や
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
教
官
が
担
当
す
る
科
目
を
設
け
、
国
際
化
と
学
問
の
細
分
化
・
学

際
化
に
対
応
し
た
。
な
お
、
大
講
座
化
に
伴
っ
て
一
般
教
育
の
経
済
学
と
統
計
学
担
当
教
官
は
大
講
座
に
配
置
さ
れ
、
学
部
に
お
い
て

担
当
す
る
科
目
は
隔
年
開
講
の
四
単
位
科
目
と
な
っ
た
。

入
試
制
度
は
、
一
九
九
〇
年
に
大
き
な
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
共
通
一
次
試
験
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
へ
の
切
り
替
え
と

と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
分
離
分
割
入
試
」
が
導
入
さ
れ
、
文
Ⅱ
系
後
期
（
定
員
二
五
名
）
の
後
期
試
験
小
論
文
の
出
題
は
、
文
学
部
行

動
科
学
科
の
協
力
を
え
て
主
に
経
済
学
部
が
担
っ
た
。
こ
の
試
験
で
は
九
五
年
度
入
試
ま
で
一
次
試
験
の
点
数
を
二
次
の
成
績
に
加
点

し
な
い
方
式
で
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
九
五
年
に
全
学
が
「
学
部
縦
割
り
」
に
移
行
す
る
と
と
も
に
、
経
済
学
部
を
募
集
単
位
と
す
る

入
学
試
験
が
始
ま
っ
た
。
第
二
次
試
験
科
目
は
基
本
的
に
文
Ⅱ
系
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
対
応
し
て
学
部
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
定
め
ら
れ
た
。一
般
教
育
は
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、官
制
上
の
定
員
は
あ
っ
て
も
現
実
に
は
経
済
学
部
に
配
分
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
統
計
学
担
当
三
名
に
つ
い
て
、
文
系
向
け
統
計
学
担
当
教
官
一
名
の
定
員
が
経
済
学
部
に
八
四
年
に
配
分
さ
れ
た
の
に
続
き
、
九
六

年
か
ら
は
理
系
向
け
統
計
学
担
当
教
官
二
名
も
経
済
学
部
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
改
革
に
伴
い
、
全
学
の
共
通
教

育
部
分
に
関
し
て
は
、
理
系
向
け
統
計
学
を
除
き
、
学
部
の
教
官
が
全
員
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
経

済
学
部
の
専
門
基
礎
教
育
科
目
と
し
て
「
経
済
学
Ⅰ
ａ
、
Ⅰ
ｂ
、
Ⅱ
ａ
、
Ⅱ
ｂ
」
を
初
年
時
か
ら
展
開
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
二

年
次
後
期
の
学
部
移
行
後
に
展
開
し
て
い
た
専
門
科
目
を
二
年
次
前
期
に
も
配
置
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
二
年
次
後
期
か
ら
開
始
し
て
四

年
次
後
期
は
必
修
と
な
っ
た
卒
業
論
文
の
作
成
期
間
に
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
国
際
化
に
対
応
し
て
英
語
に
よ
る
授
業
（
外
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国
語
経
済
経
営
学
講
義
）
を
必
修
と
し
た
。
制
度
は
そ
の
後
九
八
年
度
入
学
生
か
ら
若
干
修
正
さ
れ
、
経
済
学
Ⅰ
、
Ⅱ
は
全
学
教
育
科

目
の
基
礎
科
目
に
移
さ
れ
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
所
属
は
再
び
三
年
次
か
ら
と
な
り
、
英
語
授
業
は
学
部
専
門
科
目
で
行
い
う
る
こ
と
も
あ
っ

て
廃
止
さ
れ
た
。

大
講
座
化
と
学
部
縦
割
り
に
続
く
改
革
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
導
入
さ
れ
た
。
第
一
は
Ａ
Ｏ
入
試
導
入
で
あ
る
。
経
済
学
部
の
学
問

内
容
は
高
校
生
に
と
っ
て
理
解
や
想
像
を
超
え
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
加
え
て
、
学
部
縦
割
り
の
入
学
試
験
一
九
九
二
年
の
二
〇

五
万
人
を
ピ
ー
ク
に
一
八
歳
人
口
が
急
速
に
減
少
し
は
じ
め
、
社
会
構
造
の
変
化
や
「
ゆ
と
り
あ
る
教
育
」
を
め
ざ
し
た
学
習
指
導
要

領
の
度
重
な
る
改
訂
と
と
も
に
大
学
入
学
者
の
能
力
や
資
質
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
経
済
学
部
は
、
九
八
年
に
高
校
生

の
体
験
入
学
と
学
部
説
明
会
を
開
催
し
、
こ
れ
を
継
承
す
る
九
九
年
か
ら
の
全
学
の
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
参
加
し
、
こ
う
し

た
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
〇
一
年
度
入
試
か
ら
導
入
さ
れ
た
Ａ
Ｏ
入
試
に
文
系
で
は
唯
一
参
加
し
た
。
高
校
生
に
積
極
的

に
「
求
め
る
学
生
像
」
を
示
し
、
学
力
だ
け
で
な
く
経
済
学
部
で
勉
学
す
る
資
質
・
能
力
・
意
欲
・
個
性
を
備
え
る
学
生
を
一
〇
名
選

抜
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
学
部
三
年
次
へ
の
編
入
学
を
実
施
し
て
い
た
が
、
九
六
年

に
は
短
大
・
高
専
卒
業
者
も
対
象
に
さ
ら
に
積
極
的
に
実
施
し
、
多
様
な
能
力
と
学
習
意
欲
を
も
つ
学
生
の
入
学
を
促
進
し
て
き
た
。

第
二
に
、
大
学
院
重
点
化
と
も
関
連
し
、
自
己
の
研
究
成
果
を
講
義
し
て
き
た
帝
国
大
学
以
来
の
学
部
専
門
教
育
に
代
え
て
、
大
学

院
で
の
専
門
研
究
に
つ
な
が
る
基
礎
的
教
育
の
体
系
化
・
基
準
化
を
め
ざ
す
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
二
〇
〇
〇
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
専
門
教
育
科
目
数
は
基
礎
科
目
や
特
殊
講
義
を
除
い
て
日
常
的
に
開
講
さ
れ
て
い
た
科
目
を
と
っ
て
も
五
十
数

科
目
か
ら
三
〇
科
目
へ
と
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
基
礎
的
科
目
（
マ
ク
ロ
経
済
学
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
、
政
治
経
済
学
、
経
済
史
、
経
済
思

想
、
経
営
学
、
会
計
学
な
ど
）
を
中
心
に
研
究
科
所
属
教
官
が
担
当
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
講
義
を
展
開
す
る
よ

う
に
な
り
、
難
易
度
や
範
囲
を
明
示
し
た
講
義
科
目
展
開
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
部
教
育
の
変
化
は
学
部
構
成
の
構
造
的
変
容
を
伴
っ
て
い
た
。
一
九
八
〇
年
以
来
経
済
学
部
に
進
学
・
入
学
す
る
者
の
内
、
北
海
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道
出
身
者
は
五
〇
％
を
や
や
上
回
る
構
成
に
余
り
変
化
は
生
じ
な
か
っ
た
が
、
女
子
は
八
〇
年
三
、
四
年
次
在
学
者
の
三
％
（
九
人
）

か
ら
九
〇
年
の
二
二
％
（
九
三
人
）
と
急
速
に
増
加
し
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
の
在
籍
学
生
八
九
七
人
（
一
か
ら
四
年
次
）
に
対
し
て
は

二
五
％
（
二
二
五
人
）、
入
学
者
に
対
し
て
は
実
に
三
〇
％
（
五
八
人
）
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
外
国
人
留
学
生
も
八
〇
年
代

は
じ
め
の
一
人
程
度
か
ら
着
実
に
上
昇
し
、
九
〇
年
に
は
一
六
人
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
三
九
人
が
研
究
科
・
学
部
（
研
究
生
を
含
む
）

に
在
籍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
籍
も
か
つ
て
の
南
北
ア
メ
リ
カ
を
主
と
し
た
構
成
か
ら
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
も
加
え
て
多
様

化
し
、
特
に
中
国
か
ら
の
留
学
生
が
増
加
し
た
。
演
習
に
よ
っ
て
は
数
人
か
ら
一
〇
人
近
く
の
留
学
生
が
出
席
す
る
よ
う
に
さ
え
な
っ

た
。留

学
生
の
増
大
と
並
行
し
て
国
際
交
流
も
拡
大
・
深
化
し
た
。
経
済
学
部
で
学
ん
だ
中
か
ら
本
学
部
の
助
手
と
な
り
、
さ
ら
に
外
国

や
日
本
の
大
学
教
員
と
な
っ
た
留
学
生
も
異
例
で
は
な
く
な
っ
た
。
多
く
の
教
官
が
外
国
で
の
研
究
機
会
を
得
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た

外
国
か
ら
研
究
者
が
経
済
学
部
を
訪
れ
て
頻
繁
に
研
究
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
官
が
外
国
で
開
催
さ
れ
る
学
会
・
研
究

会
で
発
表
し
、
外
国
雑
誌
に
投
稿
す
る
機
会
も
増
加
し
た
。
互
恵
的
な
国
際
交
流
・
国
際
化
が
恒
常
的
と
な
る
段
階
が
訪
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
教
官
の
構
成
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
四
月
時
点
で
の
本
研
究
科
所
属
教
官
の
内
一
一
名
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
、
連
合
王
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
で
博
士
学
位
を
取
得
し
て
い
た
。
国
内
の
出
身
大
学
が
も
つ
意
味
は
相
対
的

に
低
下
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
と
関
連
し
て
、
国
際
交
流
の
制
度
化
も
進
展
し
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
代
ま
で
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大

学
と
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
に
限
ら
れ
て
い
た
協
定
大
学
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
経
済
大
学
（
八
九
年
）、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・

シ
ベ
リ
ア
支
部
経
済
・
工
業
生
産
組
織
研
究
所
（
九
〇
年
）、
延
世
大
学
校
商
経
大
学
（
九
〇
年
）、
イ
ェ
ー
テ
ボ
リ
大
学
経
済
学
・
商

法
学
高
等
研
究
院
（
九
六
年
）
に
広
げ
ら
れ
、
全
学
で
の
国
際
交
流
事
業
（
ソ
ウ
ル
大
学
と
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
サ
マ
ー
・
セ
ッ

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
短
期
留
学
制
度
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
日
研
生
教
育
等
）
に
も
教
官
は
恒
常
的
に
参
加
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
学

部
構
成
の
変
容
は
、
大
学
院
の
意
味
の
上
昇
や
社
会
人
大
学
院
生
の
増
大
と
い
っ
た
大
学
院
の
変
容
と
並
ん
で
経
済
学
研
究
科
・
経
済
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学
部
の
構
造
的
変
容
の
一
環
を
な
し
て
い
る
。

む
す
び
―
―
現
況
と
展
望
―
―

経
済
学
部
は
、
創
基
一
二
五
年
の
二
年
後
に
独
立
か
ら
五
〇
周
年
を
迎
え
る
。
わ
ず
か
な
ス
タ
ッ
フ
と
粗
末
な
設
備
で
始
ま
っ
た
経

済
学
部
は
、
こ
の
半
世
紀
に
基
幹
大
学
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
だ
が
、
社
会
と
大
学
の
変
容
は
い
よ
い
よ
急
で
あ
る
。
日
本
の
基
幹

大
学
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
超
え
、
国
際
的
に
み
て
特
色
あ
る
一
級
の
学
術
創
造
を
な
し
う
る
大
学
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

学
部
・
大
学
院
修
士
課
程
教
育
の
基
準
化
を
進
め
ざ
る
を
え
な
い
状
況
の
中
で
、
そ
の
よ
う
な
役
割
を
確
立
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ

と
で
は
な
い
。
幸
い
、
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
は
、
多
様
な
大
学
出
身
者
と
多
様
な
学
派
に
属
す
る
研
究
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

旧
来
の
禁
忌
や
伝
統
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
な
研
究
と
討
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
学
風
を
維
持
し
、
そ
の
上
で
現
実
の
社
会
が
求

め
る
諸
問
題
に
組
織
的
に
接
近
し
、
さ
ら
に
次
の
時
代
が
要
求
す
る
改
革
を
意
識
的
・
積
極
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
の
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
大
学
院
重
点
化
は
終
点
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
課
題
へ
の
挑
戦
の
始
点
に
他
な
ら
な
い
。

（
執
筆

佐
々
木
隆
生
）
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年

表

一
九
四
七
（
昭
２２
）

４
・
１９

法
文
学
部
設
置
。
同
学
部
に
経
済
学
科
（
二
講
座
）
が
設
け

ら
れ
る
。

一
九
四
八
（
昭
２３
）

９
・
１４

経
済
学
二
講
座
増
設
。

一
九
四
九
（
昭
２４
）

６
・
２２

経
済
学
一
講
座
増
設
。

一
九
五
〇
（
昭
２５
）

４
・
１

法
経
学
部
分
離
。

一
九
五
一
（
昭
２６
）

１２
・
１０

紀
要
『
経
済
学
研
究
』
創
刊
。

一
九
五
三
（
昭
２８
）

４
・
１

大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
政
策
専
攻
修
士
課
程
設
置
。

８
・
１

経
済
学
部
独
立
。
経
済
学
科
八
講
座
と
な
る
。
初
代
経
済
学

部
長
に
山
口
和
雄
。
初
代
事
務
長
に
小
笠
原
栄
太
郎
。

一
九
五
四
（
昭
２９
）

２
・
１０

経
済
学
部
互
助
会
発
足
。

８
・
１

経
済
学
部
長
に
渡
辺
侃
。

一
九
五
五
（
昭
３０
）

４
・
１

大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
政
策
専
攻
に
博
士
課
程
設
置
。

一
九
五
六
（
昭
３１
）

４
・
１

渡
辺
侃
学
部
長
再
任
。
経
済
学
一
講
座
増
設
。

一
九
五
七
（
昭
３２
）

４
・
１

学
部
長
に
高
倉
新
一
郎
。

一
九
六
〇
（
昭
３５
）

４
・
１

学
部
長
に
伊
藤
俊
夫
。
経
済
学
一
講
座
増
設
。

一
九
六
二
（
昭
３７
）

４
・
１

事
務
長
に
三
品
芳
千
代
。

一
九
六
三
（
昭
３８
）

４
・
１

学
部
長
に
前
田
新
太
郎
。

１１
・
１

事
務
長
に
永
田
正
。

一
九
六
四
（
昭
３９
）

４
・
１

経
済
学
一
講
座
増
設
。

一
九
六
五
（
昭
４０
）

４
・
１

学
部
長
に
早
川
泰
正
。

一
九
六
六
（
昭
４１
）

３
・
２５

学
部
管
理
棟
新
築
工
事
落
成
。

４
・
１

経
営
学
科
増
設
。

１１
・
３０

研
究
棟
完
成
。

一
九
六
七
（
昭
４２
）

４
・
１

学
部
長
に
前
田
新
太
郎
。
経
営
学
科
二
講
座
増
設
。

６
・
１

事
務
長
に
佐
藤
金
吾
。

一
九
六
八
（
昭
４３
）

６
・
２１

経
営
学
科
二
講
座
増
設
。

９

欧
文
紀
要H

okudai
E

conom
ic

P
apers

創
刊
。
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一
九
六
九
（
昭
４４
）

４
・
１

学
部
長
に
新
川
士
郎
。

５
・
２１

経
営
学
科
二
講
座
増
設
。

８
・
１７

学
部
管
理
棟
、
研
究
棟
が
学
生
に
よ
り
封
鎖
。

１０
・
３０

封
鎖
「
自
主
解
除
」。

一
九
七
〇
（
昭
４５
）

１２
・
１９

研
究
棟
増
築
完
成
。

一
九
七
一
（
昭
４６
）

４
・
１

事
務
長
に
横
山
梅
雄
。

一
九
七
二
（
昭
４７
）

３
・
１

学
部
長
事
務
取
扱
に
酒
井
一
夫
。

一
九
七
三
（
昭
４８
）

９
・
２９

事
務
長
に
大
西
信
雄
。

一
九
七
四
（
昭
４９
）

４
・
１

学
部
長
事
務
取
扱
に
大
爺
栄
一
。

一
九
七
六
（
昭
５１
）

４
・
１

学
部
長
に
林
善
茂
。
大
学
院
経
済
学
研
究
科
に
経
営
学
専
攻

修
士
課
程
増
設
。

一
九
七
七
（
昭
５２
）

４
・
１

事
務
長
に
石
田
昭
。

７
・
９

林
善
茂
教
授
を
学
生
が
講
義
室
に
拘
束
し
、
封
鎖
。
警
察
力

に
よ
っ
て
解
除
。
逮
捕
者
三
名
。

７
・
２０

林
教
授
に
か
か
る
事
件
に
つ
い
て
教
授
会
声
明
告
示
。

８
・
１５

学
部
長
事
務
取
扱
に
大
爺
栄
一
。

一
九
七
八
（
昭
５３
）

１
・
１

学
部
長
に
松
井
安
信
。

一
九
八
〇
（
昭
５５
）

１
・
１

学
部
長
に
石
垣
博
美
。

４
・
１

経
営
学
専
攻
に
博
士
課
程
設
置
。
事
務
長
に
小
野
輝
明
。

一
九
八
二
（
昭
５７
）

１
・
１

学
部
長
に
菅
原
秀
人
。

４
・
１

事
務
長
に
馬
場
弘
三
。

９
・
３０

『
経
済
学
研
究
』
を
Ｂ
５
版
に
変
更
。

一
九
八
三
（
昭
５８
）

３
・
９

研
究
棟
増
築
完
成
。

一
九
八
四
（
昭
５９
）

１
・
１

学
部
長
に
是
永
純
弘
。

一
九
八
五
（
昭
６０
）

４
・
１

事
務
長
に
大
滝
昭
一
。

一
九
八
六
（
昭
６１
）

１
・
１

学
部
長
に
長
岡
新
吉
。

一
九
八
八
（
昭
６３
）

１
・
１

学
部
長
に
所
哲
也
。

４
・
１

大
講
座
に
よ
る
学
部
の
改
組
開
始
。

一
九
八
九
（
昭
６４
、
平
１
）

４
・
１

事
務
長
に
笹
哲
夫
。

一
九
九
〇
（
平
２
）

１
・
１

学
部
長
に
荒
又
重
雄
。

１
・
１１

欧
文
紀
要
タ
イ
ト
ル
をE

conom
ic

Journal
of

H
okkaido

U
niversity

に
変
更
。

２
・
２５

大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
発
足
。

４
・
１

事
務
長
に
酒
井
清
。
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４
・
１９

修
士
課
程
推
薦
入
学
制
度
導
入
。

４
・
２６

大
学
院
通
則
一
〇
条
の
運
用
導
入
（
飛
び
級
制
度
）。
博
士
課

程
指
導
強
化
申
し
合
わ
せ
承
認
。

一
九
九
二
（
平
４
）

１
・
１

学
部
長
に
佐
藤
茂
行
。

３
・
１６

博
士
学
位
審
査
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
定
。
経
済
学
部
図

書
の
附
属
図
書
館
へ
の
全
面
移
管
。

一
九
九
三
（
平
５
）

１
・
２１

北
海
道
大
学
経
済
学
・
経
営
学
研
究
叢
書
刊
行
を
決
定
。

３
・
４

修
士
課
程
専
修
コ
ー
ス
設
置
を
決
定
。

４
・
１

大
講
座
化
完
成
。

一
九
九
四
（
平
６
）

１
・
１

学
部
長
に
小
林
好
宏
。

４
・
１

事
務
長
に
小
池
利
雄
。

４
・
１３

修
士
課
程
専
修
コ
ー
ス
特
別
選
考
導
入
。

一
九
九
五
（
平
７
）

４
・
１

寄
附
講
座
「
企
業
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
の
設
置
、
菊
池
誠
一
教

授
着
任
。
学
部
縦
割
り
入
試
に
基
づ
く
学
部
一
貫
教
育
開
始
。

一
九
九
六
（
平
８
）

１
・
１

学
部
長
に
石
坂
昭
雄
。

４
・
１

事
務
長
に
須
田
哲
彦
。

１１
・
１４

大
学
院
修
士
課
程
入
試
制
度
の
包
括
的
改
正
。

一
九
九
七
（
平
９
）

１
・
２３

博
士
学
位
の
審
査
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
の
改
定
。

９
・
１

法
・
文
・
経
学
部
創
基
五
〇
周
年
記
念
事
業
。

一
九
九
八
（
平
１０
）

１
・
１

学
部
長
に
内
田
和
男
。

３
・
１９

将
来
構
想
計
画
委
員
会
発
足
。

４
・
１

事
務
長
に
森
専
次
郎
。

一
九
九
九
（
平
１１
）

３
・

『
北
海
道
大
学
経
済
学
部
外
部
評
価
報
告
書
』
刊
行
。

二
〇
〇
〇
（
平
１２
）

１
・
１

学
部
長
に
内
田
和
男
再
任
。

４
・
１

大
学
院
重
点
化
―
経
済
学
研
究
科
再
編
。
初
代
研
究
科
長
に

内
田
和
男
。
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